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極超⾳速⾶⾏中の淀み点における与圧部破損事故模擬実験 
遠藤桜, 鈴⽊宏⼆郎 

実験期間: 2021 年 9 ⽉ 21 ⽇, 9 ⽉ 24 ⽇, 10 ⽉ 22 ⽇, 11 ⽉ 5 ⽇, 11 ⽉ 19 ⽇ 
 

 
 有⼈宇宙⾶⾏における⼤気圏再突⼊時等、極超⾳速⾶⾏中に与圧部が破損した場合に、センサーやア
クチュエータ、搭乗者の操作なしに、破損による与圧部の急減圧を緩和するアイディアを検討すること
を⽬的に、そのような事故状況を再現する極超⾳速⾵洞実験を⾏った。 
 図 1 に、⾵洞実験で使⽤した模型の外観を⽰す。模型全体は気密容器になっており、⾵洞が稼働する
と模型の淀み点に⽳があくことで、与圧部の淀み点に破損が⽣じた場合の事故状況の模擬ができるよう
になっている。模型後⽅部(図 1 右側)には圧⼒測定⽤チューブを取り付けており、⾵洞の測定室外部に
設置した圧⼒計にて、模型内圧⼒を測定することができる。実験中、⾵洞の観測窓の外側から、模型の
様⼦をビデオカメラとシュリーレンカメラで撮影した。 
 実験の結果、淀み点に破損が⽣じた直後から模型内の急減圧が⽣じ、この模型を使った⾵洞実験にて
事故状況の模擬ができることが確認できた。また、急減圧の際に模型内部から外部へ逆噴射が⽣じる様
⼦がシュリーレンカメラにて観測された。 

 

 
図 1: 模型外観 
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